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「知っておきたい！」超高齢社会におけるインプラント治療の問題

点
○萩原 芳幸1 (1. 日本大学歯学部歯科インプラント科)
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インプラント治療は通院可能な患者を対象として発展してきた。しかし，これは患者が健康かつ長期間通院する

ことを前提としたもので，超高齢社会に即応しているとはいえない。特に問題視されているのは，インプラント

治療後に年数を経て高齢期（有病化・要介護化・超高齢化）へ突入した場合の対応である。 

　インプラント治療は咀嚼機能の向上により栄養状態の改善を図り，健康寿命を延伸させるうえでは大きな武器

になる。しかし，インプラント治療を受けた患者が要介護状態になった場合の対応に関する明確なガイドライン

はない。以前実施したアンケートでは，要介護状態に陥ったインプラント患者の家族，介護士・看護士はインプ

ラントに関する基礎知識に乏しく，口腔ケアの方法や各種トラブルに対する対応に苦慮していることが示唆され

た。 

　今回，超高齢社会でのインプラントに関連する諸問題やその解決法，知っておくべきインプラントの基本的事

項等を解説する。


